
2019年度 夏期乳児保育研修

2019年10月「幼児教育・保育無償化」始動に伴う

乳児保育の意義確認と
乳児保育で選ばれる園づくり
１日目対象者

園長・管理職・乳児保育責任者

～園長・管理職として持つべき運営管理の視点～

幼児教育・保育無償化を正しく捉え
「乳児保育の意義」を改めて考える

幼・保育無償化を踏まえた乳児保育の実情

幼・保育が無償となる保護者の心情と動向

園経営・運営を左右する乳児保育運営事情

実情に合わせた園運営の方向性を具現化

乳児保育の意義を正しく示し、強化する

乳児保育向上で選ばれ続ける園を目指す

２日目対象者
保育士・保育教諭・保育現場担当者

～乳児保育を安心して任せられる人材の育成～

命を管理する保育実践力の向上と
乳児保育で選ばれるための魅力づくり

幼・保育無償化を踏まえた乳児保育とは？

乳児保育の意義の理解と保育実践の心構え

発達段階を踏まえた、命を管理する保育

乳児保育を職員連携で資質向上を目指す

保護者と園との信頼を構築し連携を高める

乳児保育で選ばれるための魅力づくり

組織の活性化、保育の本質を語るスペシャリスト 保育士資格、幼稚園教諭2種免許

◆人材育成に携わり、組織の強み・弱みを分析、活性化を図るコンサルティング

◆子育て支援の基本と乳児保育の重要性、保育・教育の専門性を踏まえて保育の本質を語る研修

◆保育室と調理室をつなげる人材育成研修

◆全国私立保育園連盟全国大会研修講師・日本保育協会研修講師（各支部にて）

◆全国認定こども園協会研修講師（次世代研修、青森県支部・岩手県支部・福島県支部・滋賀県支部）

【講師】斎木里奈 株式会社こども保育環境研究所 保育事業推進本部 部長

６実施会場 １３:００受付開始 １３:３０講義開始 １７:００終了
＊各会場両日ともに50名様限定

札幌会場 6/25火・26水 東京会場 7/09火・10水 福岡会場 7/16火・17水

鹿児島会場 7/18木・19金 沖縄会場 7/23火・24水 大阪会場 7/29月・30火

お申込み
問合せ先

〒350-1320 埼玉県狭山市広瀬東1-16-34
TEL 04-2969-1550 FAX 04-2969-1551

担当 醍醐（だいご）



日程

6/25（火）・26（水）札幌 「北海道立道民活動センター」 札幌市中央区北2条西7丁目

7/09（火）・10（水）東京 「新宿ＮＳビル」 新宿区西新宿2-4-1

7/16（火）・17（水）福岡 「博多バスターミナル 貸ホール」 福岡市博多区博多駅中央街2-1

7/18（木）・19（金）鹿児島 「鹿児島中央ビルディング貸会議室」 鹿児島市山之口町1-10

7/23（火）・24（水）沖縄 「沖縄産業支援センター」 那覇市小禄1831-1

7/29（月）・30（火）大阪 「大阪国際交流センター」 大阪市天王寺区上本町8-2-6

参加費
1日目 園長・管理職等対象 12,000円（税別）/１名様
2日目 保育士・保育教諭等対象 10,000円（税別）/１名様
入金確認後正式にお申込み受付といたします。お支払いについては後日請求書を送付いたします。

※キャンセルチャージについて
申込受付後から開催日11日までは代金の50％、
開催日10日前から当日までは全額お支払いいただき
ます。

お申込み書 ＦＡＸ：０４－２９６９－１５５１へ送信ください
法人名ふりがな 園名ふりがな 園長名ふりがな

住所〒

TEL

FAX

↓上記【日程・開催会場】欄をご確認いただき、ご希望該当の欄に✔し、ご参加者氏名をご記入ください。

□ 札幌

□ 東京

□ 福岡

□ 鹿児島

□ 沖縄

□ 大阪

□１日目
幼児教育・保育無償化を
正しく捉え「乳児保育の
意義」を改めて考える

ふりがな 役職

参加者名

ふりがな 役職

参加者名

ふりがな 役職

参加者名

ふりがな 役職

参加者名

□２日目
命を管理する保育実践力の
向上と乳児保育で選ばれる
ための魅力づくり

ふりがな 役職

参加者名

ふりがな 役職

参加者名

ふりがな 役職

参加者名

ふりがな 役職

参加者名

2019年度夏期乳児保育研修内容 13:00受付開始 13:30講義開始 17:00終了

【園長・管理職・乳児保育責任者対象】

１日目

幼児教育・保育無償化を正しく捉え
「乳児保育の意義」を改めて考える

【保育士・保育教諭・保育現場担当者対象】

２日目

命を管理する保育実践力の向上と
乳児保育で選ばれるための魅力づくり

幼・保育無償化を踏まえた乳児保育の実情
・施設への社会的評価が一層鋭くなり、その影響が乳児
保育へ向く予測、地域の実情を先読みするヒント

幼・保育が無償となる保護者の心情と動向
・保護者の心情が損得勘定で揺れている！？
早期保活が地域の実情に変化を起こす！？

園経営・運営を左右する乳児保育運営事情
・乳児保育の歴史から学ぶ、地域や乳児保育実践を
全国の事例から読み取る

実情に合わせた園運営の方向性を具現化
・運営の実情に関する情報収集、未来を予測し、
成果をあげるための準備を始める

乳児保育の意義を正しく示し、強化する
・幼児教育・保育の礎となる乳児保育は、子どもの最善の
利益と人格の形成の源！保護者との信頼関係を構築する

乳児保育向上で選ばれ続ける園を目指す
・乳児保育の構造化による安定感、乳児保育のマネジメント、
人材管理と人材育成による安心を備えた資質向上

幼・保育無償化を踏まえた乳児保育とは？
・園運営を左右する「乳児保育」の大切さ、現場職員が
正しく理解し、適切な心構えを作る

乳児保育の意義の理解と保育実践の心構え
・命の誕生から学ぶ生命の尊さ、愛着行動と愛着の発達を
理解することで、命の管理意識を上げる

発達段階を踏まえた、命を管理する保育
・命を管理する「睡眠・食事・排泄」と共に感覚を育む
「清潔・着脱」、保育環境を整える

乳児保育を職員連携で資質向上を目指す
・複数担任制の乳児部門を、効果的にマネジメントする
目的と方法、職員チームワークで資質向上を目指す

保護者と園との信頼を構築し連携を高める
・毎日の保護者との関わりを通して、情報の開示、相互理解、
協力意識を構築し、子育て連携を積極的に図る

乳児保育で選ばれるための魅力づくり
・乳児保育だからこそ感触と感動を温かいまま保護者に届け
ることが必須、自園の保育を「視える化」するということ


